
令和5年1月～4月期の景気動向（ＤＩ値による判断）
全業種

農業・漁業・養殖業

卸・小売業

建設・工業

項目別ＤＩ値

景況･業況（自社） ▲50.0 ▲50.0 0.0 33.3 66.7 ▲25.0 ▲6.1

採算（利益）水準 ▲50.0 ▲50.0 ▲20.0 0.0 66.7 0.0 ▲12.2

借入の難度 50.0 0.0 40.0 0.0 ▲66.7 0.0 4.1

従業員水準 0.0 0.0 ▲60.0 ▲33.3 ▲100.0 ▲50.0 ▲38.8

生産・製造設備 0.0 ▲25.0 ▲20.0 ▲33.3 ▲33.3 0.0 ▲20.4

前年比 前期比 見通し 前年比 前期比 見通し 前年比 前期比 見通し 前年比 前期比 見通し 前年比 前期比 見通し 前年比 前期比 見通し 前年比 前期比 見通し

売上額 ▲33.3 ▲50.0 ▲66.7 25.0 ▲25.0 25.0 40.0 40.0 60.0 0.0 ▲33.3 ▲66.7 100.0 100.0 33.3 25.0 0.0 0.0 26.5 4.1 ▲5.5

売上（商品・客）単価 ▲33.3 ▲66.7 ▲33.3 ▲50.0 ▲75.0 ▲25.0 40.0 40.0 60.0 33.3 0.0 0.0 66.7 66.7 66.7 0.0 ▲50.0 0.0 6.1 ▲18.4 8.8

受注・需要 0.0 0.0 ▲50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 60.0 0.0 ▲33.3 ▲66.7 66.7 66.7 66.7 ▲25.0 ▲25.0 ▲25.0 4.1 2.0 ▲7.3

材料・商品仕入単価 ▲100.0 ▲100.0 ▲50.0 ▲100.0 ▲75.0 ▲100.0 ▲40.0 ▲100.0 ▲80.0 ▲100.0 ▲66.7 ▲66.7 ▲100.0 ▲100.0 ▲66.7 ▲75.0 ▲75.0 ▲75.0 ▲83.7 ▲83.7 ▲76.4

材料・商品在庫数量 0.0 0.0 0.0 25.0 25.0 ▲25.0 ▲20.0 ▲40.0 20.0 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.0 4.1 7.3

採算（利益） ▲50.0 ▲50.0 ▲50.0 ▲50.0 ▲25.0 ▲25.0 ▲40.0 ▲20.0 ▲20.0 0.0 0.0 ▲66.7 100.0 66.7 33.3 ▲25.0 ▲50.0 0.0 ▲16.3 ▲14.3 ▲27.3

資金繰り 0.0 0.0 0.0 ▲25.0 ▲25.0 0.0 20.0 0.0 20.0 0.0 0.0 ▲33.3 33.3 33.3 0.0 25.0 25.0 25.0 6.1 2.0 ▲1.8

従業員数 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ▲20.0 ▲20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ▲25.0 ▲25.0 0.0 ▲4.1 ▲11.5 ▲3.6

【経営上の課題】

全業種農業・漁業・養殖業 卸・小売業 飲食・宿泊業 建設・工業 水産加工業 サービス業他

DI ≧50 50>DI ≧25 25>DI ≧0 0>DI ≧▲25 DI <▲25

景況・採算共に停滞傾向、材料・仕入単価が全ての業種で大きく悪化している。また、従業員ＤＩも多くの業種で悪化している。

経営課題としては、燃料費光熱費の高騰が23％と最も高く、続いて原材料費の高騰が17％と続き、多くの業種で経費の増加（採算の悪化）が見受けられた。
また、10月1日から始まるインボイス制度への対応（9%)や従業員確保(9%)を経営課題とした回答が多く見られた。

全業種

牛深地域景況調査結果の概要（令和5年1月～4月期）

比較ＤＩ値

景況・採算ともに悪化している。今後も悪化の見通し。

景況・採算ともに悪化。売上高は見通し含めて回復傾向。

景況は改善傾向。採算は横ばい。先行きが不安。

ＤＩ値

農業・漁業・養殖業 卸・小売業 飲食・宿泊業 建設・工業 水産加工業 サービス業他

※この調査は牛深商工会議所会員事業所を対象として、牛深地域における景況動向について把握すべく年3回（４か月に一度）実施しております。
　調査へのご協力よろしくお願いいたします。

景況は横ばい。売上高は順調。人手不足。先行きは改善が見込まれる。

景況・採算・売上ともに好調。人手不足と資金繰りに大きな不安。

景況・採算は悪化傾向。売上高は改善傾向。

※前年比・・前年同期（令和4年1～4月）と比較して　　※前期比・・前期（令和4年9～12月）と比較して　※見通し・・次期（令和5年5～8月）の見通し今期（1～4月）と比較して

飲食・宿泊業

水産加工業

サービス業他

特に順調 順調 変わらず 悪化 きわめて悪化
※ＤＩ値（業況判断指数）について

ＤＩ値＝（増加・好転・過大などの回答割合）－（減少・不足・悪化などの回答割合）

景況感や業況判断の方向感を測るための指標です。

今期の調査は裏面へ⇒
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